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著者が本書の終わりで、『民約訳解』とは兆民と「ルソー Du Contrat socialとの対話」（253 頁）の集成であった、
と述べているのは単なる比喩ではない。ルソーという西欧思想と徹底的に向き合った答えが『民約訳解』であった。
加えて『民約訳解』で翻訳者が意図した沈黙と饒舌は、どのようにして読者と対話するかを試行した結果でもあった。
自由に補足・省略・パラフレーズをおこない、訓詁学的な解説を加える『民約訳解』は極端な例でもあるが、その分、
当時の翻訳の規範にたいする翻訳者の姿勢を鮮やかに示している。儒学的伝統に基づく学習方法に即した対話的な
読書場面が想定されており、読者はそこで互いに意見を交わしあい、教えあいながら、翻訳された思想を咀嚼して
いく。文体面においても思想面においても、そのような読書を許す環境を作りだそうと試みたのが『民約訳解』を
著した中江兆民の「翻訳の思想」であったことを、本書は示している。

